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A．研究目的 
 本調査研究は、HIV 診療チームと精神科

医療チームとの連携を困難にする要因を評

価するための尺度を新たに開発し、HIV 医

療および精神科医療の分野で広く応用する

ことである。これにより、コンサルテーショ

ン・リエゾン活動が円滑化し、HIV 診療と

精神科医療の連携が促進され、結果的に

HIV 診療の医療水準向上が期待される。 
 本調査の目的は、HIV 診療チームと精神

科医療チームとの連携を困難にする要因を

評価するための尺度を新たに開発し、HIV

研究要旨 【目的】本調査の目的は、HIV 診療チームと精神科医療チームとの連携を困

難にする要因を評価するための尺度を新たに開発し、連携困難を定量的に評価すること

である。【方法】本研究の目的や意義を説明した上で、全国の HIV 診療拠点病院（比較対

照群に拠点以外の総合病院）に勤務する医療従事者を対象に以下の手順ですすめる。①

探索的因子分析（EFA）を実施し、質問紙が測定する要素を明らかにする。妥当性確認の

ため、確認的因子分析（CFA）を実施し、因子構造モデルがデータに適合するか評価。②

信頼性の評価として、クロンバックのα係数および折半法を用いて内的一貫性を検討。

③内容的妥当性、構成概念妥当性について検証する。さらに、基準関連妥当性は、職場に

おける多職種連携状況の評価尺度等を外部基準とし、相関分析を用いて検証。④質問紙

の信頼性および妥当性が検証された後、HIV 領域で働く医療従事者と総合病院で働く医

療従事者の実態を比較検討する。尚、倫理審査委員会には令和 6年 11月 25 日に提出、

現在審査継続中である。【結果】探索的因子分析（EFA）実施のための質問項目を選定す

るため、既報のレビューに加え、専門家会議を 5 回実施し、項目選定を完了した。統計

専門家との協議を経て、対象者はカウンセリング業務を含む高度な HIV 感染症医療体制

を持つ中核拠点病院 60 施設の医療従事者とし、目標症例数は比較対象群を含め 400 例
に設定した。倫理審査委員会での承認が得られ次第、速やかにデータ収集を開始予定。

【考察・結論】HIV 領域における精神科医療との連携の実態を多面的に評価可能な項目

が作成されつつあり、実臨床に即した尺度開発に向けた準備を整えることができた。 
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医療および精神科医療の分野の連携困難を

定量的に評価することである。 
 
B．研究方法 
 本研究の目的や意義を説明した上で、全

国のHIV診療拠点病院に勤務する医療従事

者を対象に以下の手順ですすめる（比較対

照群に年齢や臨床経験等を一致させた HIV
領域以外で診療に従事する総合病院に勤務

する医療従事者を設定する）。参加者の背景

情報を聴取した上で、①解析では、因子構造

を明らかにするため、まず、探索的因子分析

（EFA）を実施し、質問紙が測定している

要素を明らかにする。その後、EFA で特定

された因子構造の妥当性を確認するため、

確認的因子分析（CFA）を実施し、因子構

造モデルがデータに適合しているか評価す

る。②次に、信頼性の評価として、クロンバ

ックのα係数および折半法を用いて内的一

貫性を検討する。クロンバックのα係数に

より尺度全体の一貫性を確認し、折半法に

よって各項目間の相関関係をさらに補強的

に評価する。③内容的妥当性については、

HIV 医療や精神科医療の専門家に質問項目

の適正を評価してもらい、必要に応じて項

目の修正を行う。また、構成概念妥当性につ

いては、EFA と CFA の結果をもとに、各

因子が構成要素を適切に反映しているか検

証する。さらに、基準関連妥当性については、

職場における多職種連携状況の評価尺度を

外部基準とし、相関分析を用いて検証する。

④質問紙の信頼性および妥当性が検証され

た後、HIV 領域で働く医療従事者と総合病

院で働く医療従事者を比較し、それぞれの

領域における精神科医療チームとの連携の

実態を比較検討する。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は、原則としてオンライン形式で

実施する。具体的には、Google Forms

（Business Plus版）で作成したアンケート

をメール送信し、同意を得られた方にイン

ターネット上でオンライン調査を実施する。

ただし、状況に応じて、郵送による調査やタ

ブレットを用いた回答依頼を行う場合もあ

る。その際も、Google Forms と同じ様式を

使用する。なお、オンライン調査にあたって

は、データセキュリティとプライバシー保

護に十分な注意を払い、参加者の個人情報

の安全性を確保する。 
 倫理審査委員会には「HIV 領域のコンサ

ルテーション・リエゾン精神医学診療体制

の定量的調査開発に関する研究」と題して、

令和 6年 11月 25 日に提出、現在審査中で

ある。 
 
C．研究結果 
 HIV 領域における精神科医療との連携に

関する実態を定量的に評価する新たな尺度

の開発にあたり、今年度は、探索的因子分析

（EFA）を実施するための質問項目の選定

を行った。項目の作成過程では、既報のレビ

ューに加えて、専門家との議論（4月 19日、

7月 5 日、8月 30 日、9月 20 日、11月 1
日にオンライン会議システム（ZOOM）を

用いて開催）を通して、実臨床における連携

の実態を反映した項目となるよう留意した。

また、統計家との協議をも重ね、データ収集

後の解析計画についても詳細に検討してい

る。対象者はカウンセリング業務を含む高

度なHIV感染症医療体制を持つ中核拠点病

院 60 施設に診療従事する医療従事者とし、

目標症例数は比較対象群を含め 400例と設

定した。現在、倫理審査委員会での審査待ち

の状態であり、承認が得られ次第、速やかに

データ収集を開始する。 
 
D．考察 
 HIV 領域における精神科医療との連携の
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実態を多面的に評価可能な項目が作成され

つつあり、実臨床に即した尺度開発に向け

た準備を整えることができた。 
 
E．結論 
 本年度は質問項目の選定および倫理申請

までに留まり、具体的なデータ収集に至っ

ておらず、達成度はやや遅れている。 
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